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現
代
中
国
の
書
家
二
十
人
を
紹
介
す
る
連
載

中
国
当
代
書
家
二
十
人

第
12
回

取
材
・
文
／
郭
同
慶

監
修
／
蘇
士
澍

中
国
書
法
家
協
会
主
席

上
海
の
教
養
あ
る
家
庭
に
生
ま
れ
た
周
慧

珺
氏
は
、
文
化
大
革
命
後
の
第
一
号
の
プ

ロ
書
家
と
し
て
上
海
中
国
画
院
に
所
属
。

ま
た
当
代
の
書
家
と
し
て
初
め
て
と
な
る

字
帖
《
周
慧
珺
行
書
字
帖
─
─
魯
迅
詩
歌

選
》
を
発
売
し
、
同
書
は
七
〇
年
代
に
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
二
年
前
か
ら

の
取
材
交
渉
が
実
を
結
び
、
郭
同
慶
氏
が

つ
い
に
周
慧
珺
氏
と
面
会
し
た
。  （
編
集
部
）

し
ゅ
う
・
け
い
く
ん

一
九
三
九
年
、上
海
に
生
ま
れ
る
。
中
国
書
法
家
協
会
副
主
席
、

上
海
市
書
法
家
協
会
主
席
な
ど
を
歴
任
。
二
〇
一
四
年
に
第
六

回
上
海
市
文
学
芸
術
賞
・
傑
出
貢
献
賞
、
二
〇
一
九
年
に
第
七

回
上
海
市
文
学
芸
術
賞
・
終
身
成
就
賞
を
受
賞
。
ま
た
上
海
に

て
、
二
〇
一
六
年
に
周
慧
珺
書
法
芸
術
館
、
二
〇
一
七
年
に
周

慧
珺
書
法
芸
術
研
究
院
が
落
成
。
二
〇
一
八
年
に
は
周
慧
珺
書

法
芸
術
基
金
を
創
設
。
主
な
著
書
に
《
周
慧
珺
行
書
字
帖
─
─

魯
迅
詩
歌
選
》《
周
慧
珺
行
書
─
─
杜
甫
詩
選
》《
周
慧
珺
楷
書

─
─
前
後
赤
壁
の
賦
》《
周
慧
珺
行
草
─
─
千
字
文
》な
ど

周
慧
珺
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《
永
遇
楽
・
京
口
北
固
亭
懐
古
》（
辛
棄
疾
）

千
古
江
山　

英
雄
無
覓　

孫
仲
謀
處　

舞
榭
歌
臺　

風
流
総
被　

雨
打
風
吹
去　

斜
陽
草
樹　

尋
常
巷
陌　

人
道
寄
奴
曽
住　

想
當
年　

金
戈
鐵
馬　

気
呑
萬
里
如
虎

元
嘉
草
　々

封
狼
居
胥　

贏
得
倉
皇
北
顧　

四
十
三
年　

望
中
猶
記　

烽
火
揚
州
路　

可
堪
回
首　

佛
狸
祠
下　

一
片
神
鴉
社
鼓　

凭
誰
問　

廉
頗
老
矣　

尚
能
飯
否
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京
劇
工
麟
派
俳
優
・
陳
少
雲
、
お
よ
び
女
優
で
著
名
作
家
・
黄

宗
英
と
と
も
に
同
賞
の
最
高
賞
「
終
身
成
就
賞
」
を
受
賞
し
た

の
で
あ
る
。
今
年
の
同
賞
の
「
傑
出
貢
献
賞
」
に
は
、
篆
刻
書

画
家
の
韓
天
衡
（
本
誌
二
六
〇
号
、
連
載
第
十
回
で
紹
介
）
な

ど
の
五
人
が
入
っ
た
。
中
国
共
産
党
上
海
市
委
員
会
・
李
強
書

記
が
車
椅
子
で
出
席
し
て
周
慧
珺
女
史
な
ど
五
人
受
賞
者
に「
終

身
成
就
賞
」
賞
杯
を
渡
し
、
応
勇
市
長
が
韓
天
衡
氏
ら
の
五
人

に
「
傑
出
貢
献
賞
」
賞
杯
を
授
与
し
た
。

　

五
年
に
一
度
の
「
文
学
芸
術
賞
」（
終
身
成
就
賞
と
傑
出
貢

献
賞
）
は
多
彩
多
様
な
文
学
芸
術
界
を
五
分
野
に
定
め
、
書
法

篆
刻
は
「
美
術
分
野
」
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
年
の
美

術
分
野
で
は
「
終
身
成
就
賞
」
と
と
も
に
「
傑
出
貢
献
賞
」
も
、

絵
画
で
も
な
け
れ
ば
彫
刻
で
も
な
く
、
書
壇
よ
り
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
重
度
な
持
病
を
持
つ
周
慧
珺
女
史
が
近
年
は
外
部
と
一
切

接
触
を
し
て
い
な
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
年
前
に
「
傑

出
貢
献
賞
」、
今
回
は
最
高
賞
「
終
身
成
就
賞
」
を
受
賞
し
た
こ

と
に
は
注
目
す
る
べ
き
価
値
が
あ
る
。
受
賞
式
典
で
は
、
周
慧

珺
女
史
の
愛
弟
子
・
李
静
（
上
海
市
書
法
家
協
会
副
主
席
）
が

代
わ
り
に
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
亦
商
亦
儒
の
家
庭
で
育
つ

　

著
名
な
作
家
・
趙
麗
宏
は
、「
周
慧
珺
の
人
生
は
広
々
と
し
た

王
道
を
疾
走
す
る
順
風
満
帆
な
も
の
で
は
な
く
、
氏
の
成
功
の
裏

に
は
苦
難
と
不
遇
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
」
と
語
っ
た
（《
談
芸

録
》、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

　

周
慧
珺
は
、
民
国
二
十
八
年
（
一
九
三
九
）
の
冬
に
上
海
の
租

　
終
身
成
就
賞
を
受
賞

　

二
〇
一
九
年
十
月
十
六
日
の
晩
。
上
海
市
が
主
催
し
、
五
年

に
一
度
に
行
う
「
第
七
回
上
海
市
文
学
芸
術
賞
」
の
式
典
が
上

海
大
劇
場
で
行
わ
れ
た
。
上
海
市
書
法
家
協
会
名
誉
主
席
の
周

慧
珺
女
史
が
二
〇
一
四
年
に
「
第
六
回
上
海
市
文
学
芸
術
賞
・

傑
出
貢
献
賞
」
を
受
賞
し
た
の
に
続
い
て
、
今
回
は
越
劇
王
派

の
創
始
者
・
王
文
娟
、
著
名
な
作
曲
家
で
指
揮
者
の
何
占
豪
、

書
法
史
に
刻
ま
れ
る
女
流
大
家 

周
慧
珺

界
地
で
生
ま
れ
た
。
父
親
は
「
寧
波
商
人
」
で
、
北
京
東
路
に
面

し
た
「
義
昌
」
と
い
う
金
物
商
店
を
営
み
、
戦
後
に
他
の
店
と
統

合
し
、
現
在
の
「
上
海
第
一
金
物
商
店
」
と
な
る
。
父
親
の
周
志

醒
（
一
八
九
七
─
一
九
七
九
）
は
勤
勉
さ
と
鋭
い
感
性
を
以
て
一

代
で
「
上
海
金
物
商
の
雄
」
と
な
り
、余
暇
は
読
書
を
趣
味
と
し
、

ま
た
文
人
や
書
画
収
集
家
と
の
交
わ
り
を
好
ん
だ
。
家
に
は
よ
く

文
人
や
書
画
家
が
出
入
り
し
、
い
わ
ば
「
談
笑
は
鴻
儒
（
学
問
の

深
い
人
）
あ
り
、
往
来
は
白
丁
（
一
般
の
人
）
な
し
」
と
い
う
劉

禹
錫
の
詩
句
の
通
り
だ
。

　

時
の
収
蔵
名
人
で
あ
る
龐
元
済
（
一
八
六
四
─
一
九
四
九
）
や

呉
璧
成
（
生
没
不
詳
）
ら
に
教
わ
り
な
が
ら
、
書
画
や
骨
董
を
蒐

集
し
、
特
に
山
水
画
の
名
品
を
集
め
た
。
清
初
山
水
大
家
の
四
王

（
王
時
敏
、王
鍳
、王
翬
、王
原
祁
）や
当
時
上
海
で
人
気
が
高
い「
三

呉
一
馮
」（
呉
湖
帆
、呉
待
秋
、呉
華
源
、馮
超
然
）
が
多
か
っ
た
。

龐
元
済
の
書
斎
で
あ
る
「
虚
齋
」
は
す
ぐ
隣
の
通
り
の
成
都
路

に
あ
り
、
名
画
の
鑑
賞
や
購
入
の
た
め
に
周
志
醒
は
足
繁
く
通
っ

《
聴
蜀
僧
濬
弾
琴
》（
李
白
）

『墨』を手にする周慧珺氏（右）。近年は中国国内の報道機関とも接触していないが、
郭同慶氏（左）がついに取材を実現した
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中国当代書家二十人　第12回 周慧珺

た
。「
画
を
嗜
む
こ
と
命
の
如
し
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
周
志
醒

が
蒐
集
に
夢
中
と
な
っ
て
い
た
時
期
の
あ
る
日
、
王
翬
の
名
品
に

出
会
っ
た
周
志
醒
は
十
本
の
金
塊
を
差
し
出
し
て
購
入
し
、
そ
の

大
金
の
出
費
で
家
族
を
困
ら
せ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

周
志
醒
は
自
分
の
蒐
集
人
生
の
集
大
成
を
時
の
儒
学
者
・
唐
文

治
（
一
八
六
五
─
一
九
五
四
）
に
依
頼
し
、
標
題
と
し
て
《
竹
径

草
堂
記
》
を
撰
文
し
て
も
ら
う
ほ
ど
の
正
真
正
銘
の
書
画
の
大
コ

レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
依
頼
さ
れ
た
唐
文
治
は
清

朝
の
中
央
官
僚
を
経
て
、
私
財
を
投
げ
打
っ
て
無
錫
（
江
蘇
省
）

で「
國
學
院
」（
蘇
州
大
学
の
前
身
）を
創
立
し
た
教
育
家
で
あ
る
。

筆
者
の
師
・
王お

う

蘧ぎ
ょ

常じ
ょ
うは
唐
文
治
翁
の
弟
子
で
あ
り
、
同
院
の
一
期

生
で
、
卒
業
後
に
教
務
長
ま
で
務
め
た
こ
と
が
あ
る
。

　

さ
て
、
商
人
で
あ
り
な
が
ら
、
余
暇
は
文
人
、
儒
学
者
、
な
ら

び
に
書
画
家
と
深
く
交
流
し
た
周
慧
珺
の
父
・
周
志
醒
は
家
中
に

明
清
の
書
画
を
飾
り
、
愛
す
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
儒
学
者
の
書

斎
に
特
有
の
淑し

と

や
か
な
環
境
を
つ
く
っ
た
。
周
慧
珺
嬢
は
自
然
に

誰
よ
り
も
早
く
詩
文
や
書
画
に
対
す
る
関
心
が
芽
生
え
た
。
周
慧

珺
嬢
は
書
画
の
稽
古
が
好
き
で
腕
を
磨
い
た
結
果
、
学
校
で
書
画

と
言
え
ば
「
群
鶏
の
一
鶴
」
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
。
ま
た
明
晰

で
勉
強
も
よ
く
で
き
た
。
周
慧
珺
嬢
は
優
れ
た
成
績
で
小
中
高
と

も
に
名
門
校
に
入
っ
た
。
中
学
は
毛
沢
東
主
席
が
「
青
鋒
」（
青

年
の
先
鋒
）
と
い
う
題
字
を
送
っ
た
こ
と
で
大
変
有
名
な
南
洋
模

範
中
学
校
で
、
高
校
は
孫
文
夫
人
・
宋
慶
齢
、
そ
し
て
蒋
介
石
夫

人
・
宋
美
齢
、
そ
し
て
長
姉
の
宋
靄
齢
─
─
「
宋
氏
三
姉
妹
」
が

卒
業
し
た
上
海
市
第
三
女
子
高
校
（
戦
前
は
米
国
キ
リ
ス
ト
教
会

が
運
営
し
た
女
子
高
校
）
だ
っ
た
。

　

大
学
は
上
海
科
学
技
術
大
学
薬
学
部
に
入
っ
た
。
実
は
家
系
的

に
周
慧
珺
嬢
は
姉
と
と
も
に
、
成
長
に
伴
い
リ
ウ
マ
チ
性
関
節
炎

が
発
病
し
て
日
々
顕
著
と
な
り
、
医
学
や
薬
学
に
明
る
い
家
族
が

必
要
と
考
え
る
家
族
の
切
な
い
希
望
に
促
さ
れ
て
薬
学
部
に
入
っ

た
が
、
一
年
未
満
で
リ
ウ
マ
チ
性
関
節
炎
が
発
病
し
、
や
む
を
得

ず
に
退
学
と
な
り
、
自
宅
に
あ
る
自
分
の
部
屋
に
籠
も
っ
た
。

　
名
帖
名
師
と
の
出
会
い

　

老
子
の
言
葉
に
「
禍
わ
ざ
わ
いは
福
の
倚よ

る
所
、福
は
禍
の
伏
す
所
な
り
」

と
あ
る
。
一
九
五
九
年
に
退
学
し
た
周
慧
珺
嬢
は
重
病
と
退
学
の

シ
ョ
ッ
ク
で
一
カ
月
ほ
ど
寝
込
ん
だ
。
そ
の
後
、
好
き
な
読
書
や

習
字
に
打
ち
込
む
こ
と
で
病
魔
か
ら
の
解
放
の
瞬
間
を
体
験
し
、

徐
々
に
今
後
の
人
生
を
考
え
、
立
ち
直
っ
た
。

　

あ
る
日
、
書
庫
に
あ
る
書
法
の
書
籍
の
山
の
中
か
ら
、
表
紙

が
破
れ
る
ほ
ど
旧ふ

る

い
一
冊
の
字
帖
（
法
帖
）
を
手
に
し
、
捲
っ
た

周
慧
珺
嬢
は
、
思
わ
ず
声
を
上
げ
た
。「
こ
れ
だ
、
父
が
兄
に
書

か
せ
て
い
た
行
書
字
帖
だ
」。
周
慧
珺
嬢
が
手
に
し
た
の
は
「
宋

四
家
」の
一
人
で
あ
る
米
芾
の
若
い
頃
の
力
作《
蜀
素
帖
》だ
っ
た
。

周
慧
珺
は
米
芾
の
意
気
軒
昂
と
し
た
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
く

感
じ
た
。
ま
た
米
芾
の
「
八
面
出
鋒
」
の
筆
法
に
よ
る
、
千
変
万

化
の
点
画
の
表
情
に
魅
了
さ
れ
た
。
以
来
、数
年
間
を
か
け
て《
蜀

素
帖
》
を
中
心
に
米
芾
書
に
専
念
し
、
徹
底
的
に
研
鑽
し
た
。

蜀
僧
抱
緑
綺　

西
下
峨
眉
峰　

為
我
一
揮
手　

如
聴
萬
壑
松

客
心
洗
流
水　

遺
響
入
霜
鐘　

不
覚
碧
山
暮　

秋
雲
暗
幾
重

周慧珺氏は父・周志醒氏が蒐集した書画で埋め尽くされた環境で成長し、大家
が必要とする見識を磨いた

中国当代12.indd   121 2019/12/11   13:54



122

蘇
州
な
ど
の
二
十
一
名
書
家
の
近
作
が
大
々
的
に
紹
介
さ
れ
、

三
十
四
歳
の
女
流
書
家
、周
慧
珺
氏
の
《
行
書
杜
牧
・
山
行
》
も
、

林
散
之
、
沙
孟
海
ら
の
大
御
所
の
作
と
並
ん
で
掲
載
さ
れ
た
。

　

一
九
七
四
年
、
周
慧
珺
氏
の
実
力
を
さ
ら
に
披
露
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
。

　

時
は
文
化
大
革
命
の
結
末
に
当
た
り
、
旧
い
碑
帖
は
ま
だ
公

に
使
用
で
き
ず
、
字
帖
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
中
、
上
海
書
画

出
版
社
が
対
応
策
を
考
え
た
。
担
当
責
任
者
で
あ
る
周
志
高
氏

（
本
誌
二
五
六
号
、
連
載
第
七
回
で
紹
介
）
が
動
い
た
。
周
志
高

氏
は
当
局
が
認
め
や
す
い
《
魯
迅
の
詩
歌
》
を
以
て
、
当
代
の

書
家
の
揮
毫
に
よ
る
新
し
い
字
帖
を
提
案
し
、
許
可
を
得
た
。

　

周
志
高
氏
は
、
美
し
い
行
書
を
書
い
て
、
人
気
が
出
始
め
て

い
た
周
慧
珺
氏
に
打
診
し
た
が
、
周
慧
珺
氏
は
ま
だ
未
熟
だ
か

ら
と
拒こ

ば

ん
だ
。
し
か
し
周
志
高
は
簡
単
に
は
諦
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
上
海
中
国
画
院
に
行
き
、
方
去
疾
、
翁
闓
運
ら
に
助
け

を
求
め
た
。
画
院
の
先
輩
た
ち
の
説
得
も
あ
っ
て
、
最
終
的
に

周
慧
珺
氏
が
揮
毫
の
依
頼
を
受
け
た
。

　

周
慧
珺
は
難
問
に
直
面
し
た
。
簡
体
字
で
書
く
こ
と
だ
。

　

古
典
臨
書
は
も
ち
ろ
ん
、
展
覧
会
で
の
出
品
に
も
繁
体
字
の

ま
ま
で
書
い
て
き
た
周
慧
珺
氏
は
、
あ
ま
り
に
も
画
数
が
省
略

さ
れ
た
簡
体
字
に
か
な
り
戸
惑
っ
た
。
た
と
え
ば
「
書
」
は
十

画
の
最
も
美
し
い
字
で
あ
る
の
に
、
省
略
さ
れ
て
四
画
と
な
り
、

非
常
に
書
き
づ
ら
い
。
病
魔
に
よ
る
試
練
に
よ
っ
て
精
神
の
力

が
磨
か
れ
て
き
た
周
慧
珺
氏
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。
試

案
や
試
作
の
紙
は
、
書
斎
に
満
ち
溢
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果

と
し
て
立
派
な
原
稿
を
書
き
上
げ
た
。

　

準
備
に
時
間
を
費
や
し
た
が
、
最
終
的
に
は
周
慧
珺
氏
は
一
気

に
書
き
上
げ
た
そ
う
だ
。
ま
さ
に
そ
の
時
、
周
慧
珺
氏
は
自
分

自
身
の
書
風
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
書
風
は
米
芾
書
風
を

ベ
ー
ス
に
、
翁
闓
運
師
が
薦
め
た
顔
真
卿
の
書
に
あ
る
広
々
と
し

た
重
厚
な
要
素
を
汲
み
上
げ
、
か
つ
難
病
に
負
け
な
い
不
屈
不
撓

な
精
神
を
組
み
込
ん
だ
、周
慧
珺
氏
独
自
の
斬
新
な
書
風
で
あ
る
。

　

数
年
後
、
転
機
が
訪
れ
た
。

　

北
京
大
学
長
を
経
験
し
た
沈し

ん

尹い
ん

默も
く

氏
は
、
晩
年
、
上
海
で
余

生
を
送
っ
て
い
た
。
一
九
六
一
年
四
月
、
沈
氏
の
呼
び
掛
け
で

上
海
市
書
法
家
協
会
の
前
身
の
上
海
中
国
書
画
篆
刻
研
究
会
が

設
立
さ
れ
、
翌
年
、「
第
一
回
上
海
市
書
法
篆
刻
展
」
を
開
催
し

た
。
二
十
三
歳
の
周
慧
珺
嬢
は《
蜀
素
帖
》を
臨
書
し
た
作
品
を
、

兄
と
一
緒
に
出
品
し
た
。
数
週
間
後
、
想
定
外
の
結
果
が
発
表
さ

れ
た
。
既
に
書
家
と
し
て
知
名
度
が
あ
っ
た
兄
は
落
選
し
、
逆
に

無
名
の
周
慧
珺
嬢
が
勝
ち
残
り
、
さ
ら
に
上
海
に
お
い
て
発
行

部
数
で
一
番
を
誇
る
《
新
民
晩
報
》
の
文
芸
欄
に
、
書
壇
の
大
御

所
ら
の
作
品
と
並
ん
で
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に

《
史
記
》
の
句
の
通
り
、「
一
鳴
驚
人
」（
一
た
び
鳴
け
ば
人
を
驚

か
す
）
の
如ご

と

し
。
一
夜
で
周
慧
珺
嬢
は
上
海
の
名
人
に
な
っ
た
。

周
慧
珺
嬢
は
飛
び
上
が
る
ほ
ど
の
喜
び
に
満
た
さ
れ
た
。

　

誘
い
も
あ
り
、
同
年
、
上
海
市
青
年
宮
の
研
究
会
が
主
催
す

る
「
書
法
講
座
」
に
入
会
し
た
。
こ
こ
で
書
壇
の
大
家
に
初
め
て

出
会
っ
た
。
会
長
の
沈
尹
默
氏
を
初
め
、白
蕉
、拱
徳
隣
、翁
闓
運
、

胡
問
遂
、
銭
君
匋
、
趙
冷
月
な
ど
の
名
士
が
各
講
座
を
担
当
し
、

厳
選
さ
れ
た
受
講
生
は
後
に
上
海
書
壇
を
背
負
う
書
家
と
な
っ

た
。
沈
尹
默
氏
は
市
政
協
、
市
博
物
館
、
市
文
聯
等
々
、
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
の
公
職
を
兼
務
す
る
状
況
下
で
講
座
に
は
滅
多

に
来
な
い
。
担
任
の
教
官
・
拱
徳
隣
氏
は
博
学
で
丁
寧
に
教
授
し
、

米
芾
書
し
か
知
ら
な
か
っ
た
周
慧
珺
嬢
に
と
っ
て
最
も
適
任
の

魅
力
溢
れ
る
先
生
だ
っ
た
。拱
先
生
に
着
い
て
得
た
も
の
は
多
く
、

講
座
終
了
後
も
拱
先
生
の
自
宅
に
通
い
、
稽
古
を
継
続
し
た
。

　

同
じ
青
年
宮
の
講
座
で
は
達
弁
な
二
人
目
の
先
生
・
翁
闓
運

（
一
九
一
二
─
二
〇
〇
六
）
に
出
会
い
、
い
つ
も
翁
先
生
の
博
学

に
魅
了
さ
れ
た
。

　

翁
闓
運
氏
は
上
海
中
国
画
院
に
所
属
す
る
プ
ロ
書
家
で
あ
り
、

儒
学
者
・
唐
文
治
の
門
下
生
で
も
あ
る
た
め
、
国
学
、
歴
史
、
詩

文
に
も
と
て
も
強
い
。
文
化
大
革
命
（
一
九
六
六
─
一
九
七
六
）

の
期
間
中
は
「
牛
棚
」（
革
命
と
さ
れ
る
対
象
の
思
想
を
改
造
す

る
特
殊
な
牢
）
で
酷ひ

ど

い
屈
辱
を
受
け
た
が
、
文
革
の
終
了
後
は

画
院
に
復
帰
し
た
。
自
宅
が
あ
る
呉
淞
路
か
ら
岳
陽
路
に
あ
る

画
院
ま
で
通
う
に
は
必
ず
北
京
路
に
あ
る
周
慧
珺
嬢
の
自
宅
前

を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
翁
先
生
は
難
病
を
患わ

ず
らう
教
え

子
を
気
に
掛
け
、あ
る
日
、突
然
に
訪
ね
た
。
周
慧
珺
嬢
は
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
ほ
ど
驚
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
書
法
の
さ
ら
な
る
邁
進
の

方
向
性
で
迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
先
生
の
来
訪
を
周
慧
珺

嬢
は
大
変
喜
ん
だ
。
翁
先
生
は
周
慧
珺
嬢
が
書
い
て
い
る
米
芾
書

風
を
肯
定
し
た
上
、
視
野
を
広
げ
よ
う
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
自
ら

旧
蔵
す
る
《
聖
教
序
》《
祭
姪
稿
》《
争
座
位
帖
》《
憶
旧
遊
》
な

ど
の
碑
帖
を
持
参
し
て
く
れ
た
。
文
革
で
一
掃
さ
れ
た
碑
帖
は
非

常
に
入
手
困
難
な
時
代
で
、
周
慧
珺
嬢
に
と
っ
て
は
言
葉
に
で
き

な
い
ほ
ど
有
り
難
か
っ
た
。

　

翁
闓
運
先
生
は
周
慧
珺
嬢
に
と
っ
て
は
二
人
目
の
師
匠
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
伯は

く

楽ら
く

（
人
物
を
見
抜
く
眼
力
の
あ
る
人
）
で

も
あ
っ
た
。

　

文
化
大
革
命
の
終
焉
が
聞
こ
え
た
一
九
七
五
年
、
上
海
中
国
画

院
は
中
青
年
の
人
材
が
大
変
に
不
足
し
て
い
る
状
況
の
改
善
策

と
し
て
、
民
間
よ
り
厳
選
し
て
中
途
採
用
を
図
っ
た
。
周
慧
珺
氏

は
翁
闓
運
氏
の
強
い
推
薦
で
画
院
入
り
を
果
た
し
、
文
革
後
の
第

一
号
の
プ
ロ
書
家
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
数
年
後
、
書
壇
で
活
発
な

業
績
を
あ
げ
て
い
た
者
の
中
か
ら
、
水
道
局
か
ら
韓
天
衡
、
副
食

品
市
場
よ
り
童
衍
方
、
光
学
儀
器
工
場
よ
り
張
森
を
転
職
さ
せ
、

画
院
の
活
力
を
充
実
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
周
慧
珺
氏
を
は
じ
め
、

四
人
と
も
大
活
躍
し
、
名
実
と
も
に
上
海
の
書
壇
印
壇
の
牽
引

役
と
な
っ
た
。

　
行
書
字
帖
で
名
を
馳
せ
る

　

一
九
七
二
年
に
日
中
の
国
交
が
正
常
化
し
、
す
ぐ
さ
ま
文
化

交
流
も
復
活
し
て
往
来
が
頻
繁
と
な
っ
た
。

　

一
九
七
三
年
一
月
、
雑
誌
《
人
民
中
国
》
が
、「
現
代
書
法

作
品
選
」
の
特
集
を
組
ん
だ
。
北
京
、
上
海
、
南
京
、
杭
州
、
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る
者
は
出
て
い
な
い
。

　

以
来
、
十
数
年
に
わ
た
り
全
国
的
に
周
慧
珺
書
の
旋
風
が
巻

き
起
こ
り
、
書
法
を
研
鑽
し
た
者
や
書
法
に
関
心
を
持
つ
者
の

大
半
は
周
慧
珺
氏
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。
中
国
作
家
協
会
主
席

や
文
化
省
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
著
名
作
家
の
茅
盾（
一
八
九
六

─
一
九
八
一
）
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
筆
者
は
ち
ょ
う
ど
勉
強

盛
り
の
二
〇
代
だ
っ
た
の
で
、《
周
慧
珺
行
書
字
帖
─
─
魯
迅
詩

歌
選
》
を
何
度
も
臨
書
し
た
記
憶
が
あ
る
。

　

文
化
大
革
命
が
終
了
す
る
二
年
前
の
一
九
七
四
年
、
当
代
書

家
が
揮
毫
し
た
字
帖
と
し
て
全
国
で
第
一
冊
目
と
な
る
《
周
慧

珺
行
書
字
帖
─
─
魯
迅
詩
歌
選
》
が
発
売
さ
れ
た
。
細
い
縦
の

縞
模
様
が
あ
る
赤
い
表
紙
が
全
国
の
新
華
書
店
の
店
頭
に
一
斉

に
並
ぶ
と
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
、
わ
ず
か
数
日
間
で
完
売
。

十
数
回
も
再
版
を
繰
り
返
し
、
百
万
部
の
大
台
を
遙
か
に
超
え

る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
字
帖
出
版
史
上
、
空
前

絶
後
の
出
来
事
と
い
え
る
。
今
も
な
お
、
そ
の
記
録
を
打
ち
破

　
画
院
で
の
プ
ロ
人
生

　

上
海
中
国
画
院
は
、
一
九
五
八
年
に
豊
道
春
海
団
長
が
率
い

る
戦
後
初
の
訪
中
団
（
主
に
青
山
杉
雨
、
村
上
三
島
、
金
子
鷗

亭
ら
）
が
正
式
に
訪
問
し
た
こ
と
で
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
プ
ロ
に
転
身
し
た
周
慧
珺
氏
は
上
海
中
国
画
院
の
書

法
組
に
所
属
し
、
体
調
が
許
す
限
り
、
必
ず
出
勤
し
、
大
半
の

時
間
を
資
料
室
で
過
ご
し
た
。
画
院
は
優
れ
た
蔵
書
を
誇
り
、

《
沁
園
春
・
長
沙
》（
毛
沢
東
）

獨
立
寒
秋　

湘
江
北
去　

橘
子
洲
頭　

看
萬
山
紅
遍　

層
林
盡
染　

漫
江
碧
透　

百
舸
争
流　

鷹
撃
長
空　

魚
翔
浅
底　

萬
類
霜
天
競
自
由　

悵
寥
廓　

問
蒼
茫
大
地
…
…
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八
〇
年
代
の
初
め
に
は
鄧
小
平
に
よ
る
改
革
開
放
路
線
が
推

進
さ
れ
、
そ
の
恩
恵
は
、
経
済
は
も
ち
ろ
ん
文
化
芸
術
に
も
波

及
し
た
。
書
画
の
売
買
が
徐
々
に
復
活
し
、
画
院
の
画
家
・
書

家
た
ち
に
も
そ
の
恩
恵
が
訪
れ
た
。
当
時
の
中
国
は
物
価
が
非

常
に
低
か
っ
た
た
め
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
旅
行
者
は
書
画
や

文
房
四
宝
を
大
量
に
購
入
し
、
印
材
の
王
様
で
あ
る
田で

ん

黄お
う

を
な

ん
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
杓

し
ゃ
く

子し

で
す
く
っ
て
購
入
す
る
よ
う
な
驚

く
べ
き
光
景
も
見
ら
れ
た
。
周
慧
珺
氏
に
と
っ
て
の
第
一
回
目

の
原
稿
料
は
、
先
輩
の
書
家
・
胡
問
遂
氏
が
届
け
て
く
れ
た
。

周
慧
珺
氏
は
感
無
量
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
周
慧
珺
氏
の
「
潤
格
」

（
価
格
表
）
は
上
海
書
壇
中
の
ト
ッ
プ
を
走
り
、
一
尺
平
方
メ
ー

ト
ル
で
五
万
元
（
七
十
五
万
円
程
度
）
ま
で
上
昇
し
た
。

　

上
海
中
国
画
院
は
日
中
書
道
交
流
の
窓
口
と
な
っ
た
。
多
い
来

訪
者
の
中
で
も
北
陸
書
道
院
の
青
柳
志
郎
氏
は
毎
年
、
書
家
を
連

れ
て
画
院
を
訪
ね
、周
慧
珺
氏
や
韓
天
衡
氏
ら
と
交
流
を
図
っ
た
。

周
慧
珺
氏
は
一
九
八
〇
年
、
青
柳
氏
の
招
聘
に
よ
り
市
文
化
局
の

幹
部
や
市
図
書
館
の
通
訳
と
と
も
に
日
本
に
初
め
て
訪
問
し
、
ま

た
一
九
九
四
年
の
上
海
・
大
阪
友
好
都
市
二
〇
周
年
記
念
行
事
で

は
大
阪
を
訪
問
。
同
年
よ
り
在
上
海
日
本
国
総
領
事
館
の
要
請

が
外
交
ル
ー
ト
を
経
由
し
て
周
慧
珺
氏
に
届
き
、
総
領
事
夫
人
を

は
じ
め
女
性
館
員
や
家
族
を
中
心
と
す
る
書
道
教
室
の
講
師
と

な
っ
た
。
後
に
は
総
領
事
の
堀
野
重
義
氏
や
後
任
の
有
地
一
昭
氏

ら
も
参
加
し
て
周
慧
珺
氏
の
指
導
を
受
け
、
書
道
講
座
は
五
年
間

も
継
続
し
、師
弟
と
も
に
書
道
を
通
じ
て
快
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

　
上
海
書
壇
に
十
年
君
臨

　

一
九
八
一
年
に
中
書
協（
中
国
書
法
家
協
会
）が
北
京
で
創
立
、

周
慧
珺
氏
は
理
事
と
な
っ
た
。
上
海
中
国
書
法
篆
刻
研
究
会
は

上
海
分
会
に
名
義
が
変
更
さ
れ
、
一
九
八
九
年
に
上
海
市
書
法

家
協
会
と
な
っ
た
。
同
年
に
周
慧
珺
氏
は
常
務
理
事
に
選
出
さ

れ
た
。
一
九
九
八
年
十
二
月
二
十
一
日
に
第
四
回
上
海
市
書
法

家
協
会
の
会
員
大
会
で
謝
稚
柳
氏
の
後
任
と
し
て
周
慧
珺
氏
が

周
慧
珺
氏
は
研
究
と
創
作
に
励
ん
だ
。

　

家
に
あ
っ
た
米
芾
の
《
蜀
素
帖
》、
ま
た
、
青
年
宮
の
書
法
講

座
を
主
催
し
た
書
画
研
究
会
の
会
長
の
沈
尹
默
は
王
羲
之
書
風

の
継
承
者
で
、
各
種
の
「
帖
」
で
勉
強
方
法
を
提
唱
し
て
き
た
。

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
周
慧
珺
氏
は
ほ
と
ん
ど
「
北
碑
」
に
触

れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
画
院
の
資
料
室
に
あ
る
《
嵩
高
霊
廟
碑
》

《
廣
武
将
軍
碑
》
な
ど
各
種
の
六
朝
碑
の
拓
本
に
直
面
し
、
周
慧

珺
氏
は
そ
の
魅
力
を
感
じ
た
。
恩
師
の
翁
闓
運
氏
は
拓
本
の
権

威
で
も
あ
っ
た
た
め
、
碑
拓
書
法
を
と
こ
と
ん
勉
強
し
た
。
数

年
後
、
周
慧
珺
氏
の
書
風
が
新
天
地
に
到
達
し
た
。
六
朝
碑
の

方
筆
な
ど
の
要
素
を
吸
収
し
、「
帖
型
碑
質
」
の
新
し
い
書
風
を

創
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
《
周
慧
珺
行
書
─
─
杜
甫
詩
選
》《
周
慧
珺
楷
書
─
─
前
後
赤

壁
の
賦
》《
周
慧
珺
行
草
─
─
千
字
文
》
な
ど
、
十
数
種
の
新
書

体
の
字
帖
を
次
々
と
出
版
社
よ
り
発
売
し
、す
べ
て
好
評
を
も
っ

て
迎
え
ら
れ
た
。

《
清
平
楽
・
六
盤
山
》（
毛
沢
東
）

天
高
雲
淡　

望
断
南
飛
雁　

不
到
長
城
非
好
漢　

屈
指
行
程
二
萬　

六
盤
山
上
高
峰　

紅
旗
漫
捲
西
風　

今
日
長
纓
在
手　

何
時
縛
住
蒼
龍
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主
席
に
推す
い

戴た
い

さ
れ
た
。
副
主
席
に
は
韓
天
衡
、
張
森
、
王
偉
平
、

呉
建
賢
、
張
暁
明
の
各
氏
が
就
任
し
た
。

　

周
慧
珺
氏
は
着
任
後
、「
上
海
書
法
を
振
興
せ
よ
！
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
唱
し
、
事
務
方
を
充
実
す
る
た
め
、
沃
興
華

教
授
を
華
東
師
範
大
学
よ
り
書
協
の
秘
書
長
に
抜
擢
し
、
ま
た

書
協
の
機
関
誌
《
上
海
書
協
通
訊
》
一
九
九
九
年
一
月
号
に
は
、

「
優
良
な
伝
統
を
発
揚
し
、
上
海
書
法
を
振
興
し
よ
う
」
と
い
う

一
文
を
寄
稿
。
現
状
を
徹
底
的
に
分
析
し
た
上
で
、今
後
の
様
々

な
具
体
策
を
論
じ
た
。

　

同
年
六
月
十
日
の
午
前
、「
上
海
・
大
阪
友
好
都
市
二
十
五
周

年
記
念 

書
法
交
流
展
」
の
開
幕
式
で
は
、
上
海
図
書
館
で
「
上

海
書
壇
の
創
作
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
弁
論
会
を
開
催

し
、
三
百
名
ほ
ど
の
会
員
を
集
め
た
。
翌
二
〇
〇
〇
年
後
半
に

北
京
で
開
か
れ
た
「
中
書
協
第
四
回
全
国
代
表
大
会
」
で
は
、

沈
鵬
氏
が
主
席
に
、
周
慧
珺
氏
ら
は
副
主
席
に
選
出
さ
れ
た
。

二
〇
〇
三
年
の
「
第
五
回
上
海
市
書
法
家
協
会
会
員
大
会
」
で

周
慧
珺
氏
は
再
任
さ
れ
た
。
二
期
目
に
は
各
地
方
の
書
協
と
の

連
携
を
強
化
し
、
新
疆
、
山
西
、
河
南
、
湖
北
な
ど
の
省
書
協

と
の
共
催
と
な
る
合
同
展
を
開
催
。
市
書
法
展
や
市
青
年
展
な

ど
を
軌
道
に
乗
せ
た
。

　

上
海
書
壇
に
十
年
ほ
ど
君
臨
し
た
周
慧
珺
氏
は
、
最
後
の
仕

上
げ
に
初
の
《
海
派
書
法
晋
京
展
》（
上
海
書
法
の
北
京
展
）
を

開
催
し
、
成
功
に
導
い
た
。《
海
派
書
法
晋
京
展
》
は
二
〇
〇
七

年
一
月
、
中
国
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、「
海
派
前
賢
作
品
展
」「
新

海
派
作
品
展
」「
篆
刻
展
」
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
た
。
同
展
は
ア

ヘ
ン
戦
争
後
の
開
港
以
来
の
、
新
旧
の
上
海
画
壇
・
書
壇
・
印

壇
を
立
体
的
に
紹
介
す
る
大
型
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
市
美
術
館
、

博
物
館
、
な
ら
び
に
画
院
な
ど
が
所
蔵
す
る
趙
之
謙
、
呉
昌
碩
、

康
有
為
、
沈
曾
植
ら
の
約
七
十
点
の
名
品
も
陳
列
さ
れ
た
。

　

展
覧
会
に
併
せ
て
、
上
海
書
画
出
版
社
は
《
海
派
代
表
書
法

家
作
品
集
シ
リ
ー
ズ
》
を
編
纂
し
、《
呉
昌
碩
篇
》《
沈
曾
植
篇
》

《
李
叔
同
篇
》《
沈
尹
默
篇
》《
王
蘧
常
篇
》《
来
楚
生
篇
》《
潘
伯

鷹
篇
》《
白
蕉
篇
》《
謝
稚
柳
篇
》《
陸
儼
少
篇
》
の
十
巻
を
出
版
。

計
一
六
七
五
点
の
書
法
作
品
と
一
一
〇
〇
点
余
り
の
篆
刻
作
品

を
掲
載
し
、
全
巻
で
三
〇
キ
ロ
を
超
え
る
そ
の
重
厚
感
に
満
ち

満
ち
た
新
刊
図
書
も
、
同
時
に
展
示
さ
れ
た
。
中
共
中
央
政
治

局
常
務
委
員
・
全
人
代
委
員
長
の
呉
邦
國
や
、
副
委
員
長
兼
秘

書
長
の
盛
華
仁
、
国
務
委
員
の
陳
至
立
ら
、
政
府
要
人
も
来
場

し
て
、
同
展
を
高
く
評
価
し
た
。

　
《
海
派
書
法
晋
京
展
》
を
首
都
で
盛
大
に
開
催
し
た
主
導
者
の

周
慧
珺
氏
は
、
雑
誌
《
書
法
》
の
「
書
壇
で
最
も
影
響
力
が
あ

る
人
物
十
人
」
に
選
ば
れ
た
。

郭
同
慶 

か
く
・
ど
う
け
い

書
家
、
日
本
名
山
田
慶
太

郎
。
一
九
五
七
年
、
上
海

生
ま
れ
。
一
九
八
七
年
に

来
日
。
王
蘧
常
、
銭
君
匋
、

方
世
聰
、
蕭
海
春
に
師
事
。

二
〇
一
四
年
度
に
上
海
（
朶

雲
軒
）、
東
京
、
京
都
、
前

橋
で
個
展
を
開
催
。
上
海
書

画
出
版
社
で
作
品
集
《
墨
海

一
粟
》
を
出
版
。
翰
墨
書
道
会
長
、
東
京
藝
術
院
名
誉
院
長
、
東
京
海
派
書
画

院
長
、
全
日
本
華
人
書
法
家
協
会
副
主
席
兼
秘
書
長
、
日
本
王
蘧
常
先
生
顕

彰
会
会
長
、
豊
道
春
海
顕
彰
会
顧
問
、
日
中
友
好
協
会
参
与
、
群
馬
県
日
中

友
好
協
会
理
事
、
上
海
中
国
書
法
院
名
誉
院
士
、
上
海
呉
昌
碩
藝
術
研
究
協

会
理
事
、
上
海
復
旦
大
学
王
蘧
常
研
究
会
常
務
理
事
な
ど
を
兼
ね
る

《
新
竹
》（
元
稹
）

新
篁
才
解
籜

寒
色
已
青
葱

冉
々
偏
凝
粉

蕭
々
漸
引
風
…
…

　
近
年
の
総
仕
上
げ

　

二
〇
一
六
年
、周
慧
珺
氏
の
書
法
作
品
を
収
蔵
・
展
覧
す
る「
周

慧
珺
書
法
芸
術
館
」
が
上
海
の
中
心
部
に
あ
る
上
海
文
廟
に
落

成
し
、
副
市
長
・
趙
雯
女
史
（
趙
朴
初
氏
の
姪
）
が
除
幕
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
、
後
進
を
育
成
す
る
た
め
の
「
周
慧
珺
書
法
芸

術
研
究
院
」
が
徐
匯
区
欽
江
路
に
創
設
。

　

二
〇
一
八
年
、
周
慧
珺
氏
は
私
財
の
二
五
〇
〇
万
元
（
約

四
億
円
）
を
投
じ
、「
周
慧
珺
書
法
芸
術
基
金
」
を
創
設
。
中
国

共
産
党
上
海
市
宣
伝
部
が
正
式
に
批ひ

准じ
ゅ
んし

、
市
文
化
広
播
影
視

管
理
局
が
管
理
す
る
公
認
基
金
会
だ
。
新
鋭
書
家
を
育
成
す
る

た
め
の
「
書
法
芸
術
賞
」
な
ど
を
設
置
し
、書
法
の
展
覧
、出
版
、

お
よ
び
普
及
活
動
を
支
援
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

中
国
で
は
、上
記
の
よ
う
な
「
芸
術
館
」「
研
究
院
」「
基
金
会
」

の
創
立
の
た
め
に
は
行
政
の
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
不
可
決
で

あ
る
。
全
人
代
（
全
国
人
民
代
表
大
会
）
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
委

員
長
・
呉
邦
國
氏
が
上
記
の
三
つ
の
組
織
の
題
字
を
揮
毫
し
た

こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
証あ

か
しで

あ
る
。

　

周
慧
珺
氏
へ
の
取
材
の
依
頼
は
、
二
年
前
か
ら
打
診
し
て
い

た
。
実
現
に
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
上
海
書
協
秘
書
長
・

潘
善
助
氏
と
周
慧
珺
氏
の
愛
弟
子
で
あ
る
李
静
氏
の
多
大
な
る

支
援
に
よ
る
。
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
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